
中
国
英
傑
伝
　

海
音
寺
潮
五
郎

作
者

海
音
寺
潮
五
郎

　
海
音
寺
潮
五
郎
　
明
治
三
十
四
（
一九〇一）
年
〜
昭
和
五
十
二
（
一九七七）
年
。

小
説
家
。
作
家
。
鹿
児
島
県
の
生
ま
れ
。
國
學
院
大
学
卒
業
後
、
中
学
の
国

語
教
師
を
務
め
る
か
た
わ
ら
創
作
に
専
念
。
歴
史
の
真
実
を
伝
え
る
「
史
伝

文
学
」
の
復
興
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
そ
の
主
な
代
表
作
品
と
受
賞
歴
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
九
二
九
年
　「
う
た
か
た
草
紙
」。「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
大
衆
文
芸
賞
入
選
。

一
九
三
二
年
　「
風
雲
」。「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
大
衆
文
芸
賞
受
賞
。

一
九
三
六
年
　「
天
正
女
合
戦
」「
武
道
伝
来
記
」
他
で
第
三
回
直
木
三
十
五

賞
受
賞
。

一
九
五
三
〜
一
九
五
四
年
　「
蒙
古
来
る
」

一
九
五
四
〜
一
九
五
七
年
　「
平
将
門
」。
大
衆
小
説
か
ら
歴
史
小
説
に
脱
皮
。

一
九
五
九
〜
一
九
六
一
年
　「
二
本
の
銀
杏
」

一
九
五
九
〜
一
九
六
三
年
　「
武
将
列
伝
」

一
九
六
〇
〜
一
九
六
二
年
　「
天
と
地
と
」

一
九
六
一
〜
一
九
六
二
年
　「
悪
人
列
伝
」

一
九
六
一
〜
一
九
六
三
年
　「
西
郷
隆
盛
」

一
九
六
八
年
　
第
十
六
回
菊
池
寛
賞
受
賞
。

一
九
七
一
年
　「
中
国
英
傑
伝
」

一
九
七
三
年
　
第
二
十
四
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
賞
受
賞
。

一
九
七
三
年
　
文
化
功
労
者

一
九
七
七
年
　
第
三
十
三
回
日
本
芸
術
院
賞
文
芸
部
門
受
賞
。

（
以
上
、「
現
代
作
家
辞
典
」
東
京
堂
出
版
・
一
九
七
八
年
。「
日
本
近
代
文

学
大
事
典
」
講
談
社
・
一
九
八
四
年
よ
り
ま
と
め
る
。）

　
海
音
寺
を
語
る
と
き
、「
一
九
七
三
年
文
化
功
労
者
」
の
受
賞
理
由
に
、

「
歴
史
文
学
の
発
展
と
普
及
に
つ
く
す
と
と
も
に
、
史
伝
の
復
活
に
貢
献
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
。」
と
あ
り
、
こ
の
中
に
あ
る
「
史
伝
の
復
活
」（
＝

「
史
伝
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
を
復
興
さ
せ
た
作
家
と
い
う
こ
と
）
と

い
う
言
葉
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
で
言
う
「
史
伝
」
と
は
、

歴
史
伝
記
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
記
録
の
総
称
を
指
す
。

　
海
音
寺
自
身
も
「
史
伝
文
学
の
再
興
と
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
歴
史
小
説
の

育
つ
べ
き
土
壌
を
培
養
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
書
い
た
も
の
で
す
。」（
海
音

寺
潮
五
郎
全
集
　
第
十
七
巻
武
将
列
伝
下
・
朝
日
新
聞
・
あ
と
が
き
）
と
、

「
史
伝
文
学
」
の
再
興
に
執
筆
意
図
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

「
史
伝
文
学
」
に
つ
い
て
も
、「
文
章
列
伝
が
、
最
初
に
書
い
た
六
人
を
一
冊

に
し
て
は
じ
め
て
出
版
さ
れ
た
と
き
（

略

）
あ
る
知
名
な
作
家
が
、

『
よ
く
努
力
し
て
資
料
を
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
勝
負
は
こ
れ
か
ら
だ
、
こ

れ
を
ど
う
文
学
化
す
る
か
が
問
題
だ
。』
と
、
書
い
た
の
が
あ
り
ま
し
た
。

評
者
は
こ
れ
は
ま
だ
文
学
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
す
。
た
ぶ
ん
、

評
者
の
考
え
て
い
る
文
学
と
は
小
説
だ
け
な
ん
で
し
ょ
う
。
私
は
苦
笑
せ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
人
の
文
学
観
か
ら
史
伝
と
い
う
ジ
ャ
ン
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ル
は
長
い
間
忘
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。」（
同
前
）
と
語
り
、「
史
伝
」

が
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
あ
る
と
強
調
す
る
。
つ
ま
り
、
海
音
寺
は
「
史

伝
」
は
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
の
中
に
あ
る
か
ら
「
史
伝
文
学
」
だ
と
し
た
。
も

う
少
し
言
う
な
ら
、
海
音
寺
の
言
う
「
史
伝
」
と
は
、
歴
史
の
真
実
を
伝
え

る
た
め
広
範
か
つ
詳
細
な
文
献
調
査
な
ど
を
も
と
に
虚
構
を
排
し
た
歴
史
の

真
実
と
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ

の
「
史
伝
」
を
読
み
物
風
に
平
易
に
読
め
る
も
の
に
し
た
と
こ
ろ
に
、
海
音

寺
の
「
史
伝
文
学
」
の
特
色
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
海
音
寺
が
中
国
の
「
史
伝
」「
史
伝
文
学
」
を
書
く
意
図
や
ど
の

よ
う
に
書
い
た
か
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　「
日
本
の
文
化
は
中
国
文
化
の
影
響
を
最
も
濃
厚
に
受
け
て
い
ま
す
の
で
、

あ
る
程
度
中
国
の
歴
史
事
実
や
、
人
物
の
こ
と
や
、
思
想
家
達
の
思
想
や
、

故
事
成
語
の
知
識
が
な
け
れ
ば
、
日
本
の
古
典
を
読
む
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
日
常
の
会
話
に
す
ら
さ
し
つ
か
え
る
の
で
す
。
…
…
こ
の
戦
後
日
本

の
学
校
教
育
の
欠
漏
を
補
う
た
め
に
書
こ
う
。
お
も
し
ろ
く
、
平
易
に
読
め

て
、
史
伝
文
学
で
あ
る
と
と
も
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
中
国
史
の
知
識

や
故
事
成
語
の
知
識
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
書
こ
う
。」（「
中
国
英
傑
伝
」
あ

と
が
き
）
と
。
意
義
深
い
言
葉
だ
。

出
典

　「
中
国
英
傑
伝
」〔
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
、
文
藝
春
秋
〕
に
よ
っ

た
。
教
科
書
に
収
録
す
る
に
際
し
て
、
漢
字
・
送
り
が
な
・
句
読
点
な
ど
に

つ
い
て
は
教
科
書
と
し
て
統
一
し
た
体
裁
に
改
め
た
。

　「
中
国
英
傑
伝
」
と
は
、
海
音
寺
が
「
十
八
史
略
」
を
も
と
に
、「
呉
越
春

秋
」
な
ど
の
多
く
の
史
書
を
用
い
て
、
春
秋
戦
国
時
代
か
ら
前
漢
成
立
ま
で

に
登
場
す
る
種
々
の
個
性
豊
か
な
人
物
を
描
い
た
史
伝
で
あ
る
。

参
考
文
献

教
師
用

　「
中
国
五
千
年
（
上
・
下
）」（
講
談
社
文
庫
）
陳
舜
臣
　

平
元

　「
物
語
　
中
国
の
歴
史
㉔
文
明
史
的
序
説
」（
中
公
新
書
）
寺
田
隆
信
　平

九

中
国
の
通
史
が
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

歴
史
の
中
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
の
、
欲
望
、
生
き
様
、
生
き
る
目

的
に
も
言
及
す
る
良
書
で
あ
る
。

生
徒
用

　「
改
訂
版
中
国
小
史
　
黄
河
の
水
」（
角
川
文
庫
）
鳥
山
喜
一
　
昭
三
十
五

著
者
は
、「
少
年
子
女
の
た
め
に
、
漢
民
族
の
歴
史
を
つ
づ
っ
た
も

の
」
と
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
逸
話
や
伝
承
・
伝
記
な
ど
を
用
い
な

が
ら
や
さ
し
く
語
り
か
け
る
。

教
師
・
生
徒
共
通

▽
「
十
八
史
略
」
や
「
史
記
」
な
ど
中
国
の
史
書
を
ベ
ー
ス
に
し
た
小
説

　「
伍
子
胥
」（
徳
間
文
庫
）
伴
野
朗
　

平
十
七

復
讐
に
捧
げ
た
伍
子
胥
の
生
涯
を
、
孫
武
、
呂
飛
な
ど
魅
力
的
な
脇

役
と
と
も
に
描
く
。

　「
晏
子
（
一
〜
四
）」（
新
潮
文
庫
）
宮
城
谷
昌
光
　

平
九

生
き
方
や
政
治
の
あ
り
方
、
補
佐
役
と
し
て
の
在
り
方
な
ど
、
学
べ

る
点
が
数
多
く
あ
る
作
品
。
こ
れ
は
、「
晏
子
春
秋
」
を
も
と
に
再
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現
し
た
。

　「
重
耳
（
上
・
中
・
下
）」（
講
談
社
文
庫
）
宮
城
谷
昌
光
　

平
八

上
巻
で
は
、
春
秋
の
五
覇
の
代
表
格
と
さ
れ
る
晋
の
文
公
（
重
耳
）

の
祖
父
称
の
晋
の
統
一
が
描
か
れ
、
中
巻
で
は
、
重
耳
の
父
が
描
か

れ
、
下
巻
で
は
、
重
耳
の
長
い
流
浪
時
代
を
含
め
た
、
そ
の
生
涯
が

描
か
れ
る
。

　「
管
仲
（
上
・
下
）」（
文
春
文
庫
）
宮
城
谷
昌
光
　

平
十
八

管
仲
の
前
半
生
の
苦
難
と
後
半
生
の
成
功
の
日
々
が
描
か
れ
る
。

　「
呉
越
春
秋
　
湖
底
の
城
（
一
〜
九
）」（
講
談
社
文
庫
）
宮
城
谷
昌
光
　

平
二
十
五

伍
子
胥
、
呉
王
夫
差
、
越
王
句
践
、
范
蠡
の
生
涯
を
描
く
。
傑
出
し

た
人
物
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
読
み
ご
た
え
十
分
。
大
作
。

　「
小
説
十
八
史
略
（
一
〜
六
）」（
講
談
社
文
庫
）
陳
舜
臣
　

平
四

　「
范
蠡
㉔
越
王
句
践
の
名
参
謀
」（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）
立
石
優
　

平
十
二

傑
出
し
た
軍
才
と
優
れ
た
政
治
手
腕
で
、
越
王
句
践
を
補
佐
し
た
范

蠡
。
そ
の
稀
有
な
人
生
が
描
か
れ
る
。
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学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

導
入
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
作
者
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
知
技
⑵
イ

❶
教
科
書
所
収
の
作
者
紹
介
項
目
を
用
い
て
、「
史
伝
文
学
の
復
興
者
」
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
海
音
寺
の
「
史
伝
文
学
」
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
を
解
説
す
る
。「
作
者
」
に
詳
し
い
。
要
点
は
、「
史
伝
」
＝

歴
史
の
真
実
を
伝
え
る
た
め
、
広
範
か
つ
詳
細
な
文
献
調
査
な
ど
を
も
と

に
、
虚
構
を
排
し
た
歴
史
の
真
実
と
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
海
音
寺
の
「
史
伝
文
学
」
＝
「
史
伝
」
を
読
み

物
風
に
平
易
に
読
め
る
も
の
に
し
た
。

　【
評
価
】
本
文
の
作
者
・
出
典
及
び
、「
臥
薪
嘗
胆
」
と
本
文
の
関
係
を
理

解
し
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

展
開
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
本
文
の
黙
読
を
す
る
。

❷
第
一
次
感
想
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
そ
の
後
、
発
表
す
る
。

❸
内
容
読
解
を
す
る
。
思
判
表
Ｂ
⑴
ア
・
イ
・
エ
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」

１
〕

❶
読
め
な
い
語
句
に
つ
い
て
は
、
辞
書
な
ど
で
調
べ
る
よ
う
指
示
す
る
。

❷
第
一
感
想
は
、
五
十
字
程
度
の
短
い
感
想
で
よ
い
。
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
て

言
語
化
さ
せ
る
。

❸
次
の
ア
〜
オ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
す
る
。
ア
「
同
じ
こ
と
」
と
は
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
代
表
が
発
表
す
る
。

イ
（

）
内
の
書
き
下
し
文
を
現
代
語
訳
し
、
朗
読
す
る
。
ウ
板
書
し

た
現
代
語
訳
に
つ
い
て
、
他
グ
ル
ー
プ
か
ら
質
問
や
意
見
を
受
け
、
そ
れ

に
対
す
る
返
答
を
検
討
す
る
。
そ
の
返
答
の
仕
方
も
工
夫
す
る
。
エ

（

）
内
の
書
き
下
し
文
を
、
そ
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ

内
で
朗
読
し
合
う
。
オ
「
ず
っ
と
ず
っ
と
後
年
、
子
胥
は
そ
れ
を
思
い
知

る
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
「
思
い
知
る
」
か
を

漢
文
教
材
「
臥
薪
嘗
胆
」
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
代
表
が

発
表
す
る
。

ア
…
「『
拙
者
は
楚
に
父
と
兄
と
を
…
と
も
に
亡
命
の
客
臣
で
す
。
境
遇

も
同
じ
で
す
。』（
Ｐ
一
四
四
・
下
３
〜
５
）、
ま
た
、
リ
ー
ド
文
を
参

考
に
。」
と
い
う
助
言
を
与
え
る
。

イ
…
「
瀬
下
」「
俱
に
」「
胡
馬
は
北
風
を
望
み
て
立
ち
」「
越
燕
は
日
に
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向
か
ひ
て
熙
ぶ
」「
誰
か
…
ざ
ら
ん
や
。」
な
ど
の
語
句
や
句
形
に
注
意

さ
せ
、
意
味
が
通
じ
や
す
い
よ
う
に
現
代
語
訳
を
工
夫
さ
せ
る
。

ウ
…
他
グ
ル
ー
プ
の
質
問
や
意
見
に
対
す
る
返
答
を
十
分
に
検
討
さ
せ
る

こ
と
は
、
生
徒
た
ち
の
考
え
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
返

答
の
仕
方
を
工
夫
さ
せ
る
こ
と
は
表
現
の
仕
方
の
学
習
に
も
つ
な
げ
ら

れ
る
。

エ
…
朗
読
は
、
音
の
高
低
や
強
弱
な
ど
工
夫
さ
せ
る
。

オ
…
こ
こ
は
披
離
が
子
胥
に
助
言
す
る
場
面
。
こ
の
助
言
と
「
思
い
知

る
」
内
容
を
漢
文
教
材
「
臥
薪
嘗
胆
」
と
を
関
連
さ
せ
て
説
明
さ
せ
る
。

　【
評
価
】
⒏
そ
れ
ぞ
れ
の
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
本
文
の
内
容
を

も
と
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
か
、
ノ
ー
ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
確
認
す

る
。

　
⒏
本
文
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
捉
え
、
伍
子

胥
は
伯
嚭
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
か
、
本
文
に
即

し
て
ま
と
め
て
い
る
か
、
確
認
す
る
。

ま
と
め
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶
伍
子
胥
は
伯
嚭
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
か
を

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
本
文
に
即
し
て
ま
と
め
、
発
表
す
る
。

思
判
表
Ｂ
⑴
イ
主
態
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
２
〕

❷
❶
で
発
表
し
た
自
グ
ル
ー
プ
の
考
え
に
つ
い
て
、
他
グ
ル
ー
プ
か
ら

質
問
や
意
見
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、

返
答
の
仕
方
も
工
夫
す
る
。

❸
本
文
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
内
で
朗
読
す
る
。

❹
第
二
次
感
想
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
、
発
表
す
る
。

❶
伍
子
胥
の
伯
嚭
に
対
す
る
思
い
は
、「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
２
よ
り
、
理

解
さ
せ
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
、
大
事
な
の
は
「
共
感
」
と
い
う
言
葉
に
生

徒
が
気
付
く
か
ど
う
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
「『
理
解
し
て
い
る
』

で
も
よ
い
が
、
理
解
だ
け
で
官
職
に
推
薦
す
る
だ
ろ
う
か
。『
子
胥
は
承

服
せ
ず
、
益
々
親
し
み
』（
Ｐ
一
四
五
・
13
）
と
あ
る
よ
う
に
、
伍
子
胥

は
伯
嚭
に
対
し
て
、『
完
全
な
る
信
頼
心
』
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で

『
理
解
』
よ
り
、
強
い
気
持
ち
を
表
す
言
葉
は
な
い
か
。」
と
い
う
助
言
を

与
え
る
。

　【
評
価
】
⒏
披
離
が
子
胥
に
助
言
す
る
場
面
で
、
こ
の
助
言
と
「
思
い
知

る
」
内
容
を
漢
文
教
材
「
臥
薪
嘗
胆
」
と
関
連
さ
せ
て
理
解
し
て
い
る
か
、

確
認
す
る
。

　
⒏「
臥
薪
嘗
胆
」
と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
伍
子
胥
が
伯
嚭
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
か
、
と
「
披
離
の
忠
告
は
あ
た
っ
て
い
た
の

だ
。」
と
い
う
本
文
の
言
葉
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
う
か
、
グ
ル
ー
プ

内
で
主
体
的
な
態
度
で
話
し
合
い
、
ま
た
、
自
分
の
考
え
を
グ
ル
ー
プ
内

の
他
者
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
分
析
す
る
。

❷
他
グ
ル
ー
プ
の
質
問
や
意
見
に
対
す
る
返
答
を
十
分
に
検
討
さ
せ
る
こ
と

は
、
自
分
た
ち
の
考
え
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
返
答
の
仕

方
を
工
夫
さ
せ
る
こ
と
は
表
現
の
仕
方
の
学
習
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
。
そ
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こ
で
「
他
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
各
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
理
解

に
対
す
る
疑
問
点
・
質
問
や
意
見
を
考
え
、
メ
モ
し
て
お
く
こ
と
。
後
ほ

ど
、
そ
れ
に
対
す
る
話
し
合
い
を
し
ま
す
。」
と
い
う
確
認
を
さ
せ
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

❸
大
き
な
声
で
各
文
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
内
で
朗
読
さ
せ
る
。

❹
第
二
次
感
想
は
、
百
字
程
度
の
感
想
を
書
か
せ
る
。
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
て

言
語
化
さ
せ
る
。
第
一
次
感
想
よ
り
教
材
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
か
、

確
認
し
た
い
。
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発
問
例

●
一
四
四
ペ
ー
ジ

問
「
子
胥
は
伯
嚭
が
自
分
と
境
遇
を
同
じ
く
し
」（
上

７
行
目
）
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
境
遇
か
。

答
伍
子
胥
も
伯
嚭
も
、
楚
に
親
族
を
殺
さ
れ
、
国
を

追
わ
れ
て
呉
に
亡
命
し
た
客
臣
で
、
楚
に
復
讐
し

た
い
と
考
え
て
い
る
と
い
う
境
遇
。

補
「
拙
者
は
楚
に
父
と
兄
と
を
…
と
も
に
亡
命
の
客

臣
で
す
。
境
遇
も
同
じ
で
す
。」（
下
３
〜
５
行

目
）
と
あ
る
。
こ
の
文
で
は
「
…
立
場
…
境
遇

…
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
立
場
」
は
「
そ
の
人

の
置
か
れ
て
い
る
地
位
や
境
遇
」
の
こ
と
な
の
で
、

「
立
場
」
＝
「
境
遇
」
と
し
て
、
解
答
を
導
い
た
。

「
客
臣
」
と
は
、
使
者
と
し
て
来
た
外
国
の
臣
下
。

問
「
胡
馬
」（
下
12
行
目
）
は
、
な
ぜ
「
北
風
に
い
な

な
」
く
の
か
。

答
北
方
の
異
民
族
の
地
に
生
ま
れ
た
馬
は
、
他
国
に

い
て
北
風
が
吹
い
て
く
る
と
、
頭
を
あ
げ
て
そ
の

方
に
身
を
寄
せ
て
な
つ
か
し
む
。
転
じ
て
、
故
郷

を
忘
れ
な
い
た
と
え
。

補
漢
和
辞
典
な
ど
の
「
胡
馬
依
北
風
」（
文
選
・
古

詩
十
九
首
）
の
項
目
に
詳
し
い
。

問
「
越
鳥
」（
下
13
行
目
）
は
、
な
ぜ
「
南
風
に
向
か

ひ
て
巣
く
ふ
」
の
か
。

答
南
の
越
か
ら
来
た
鳥
は
、
南
方
に
あ
る
故
国
を
慕

っ
て
南
の
方
の
枝
に
巣
を
構
え
る
。
転
じ
て
、
故

郷
を
忘
れ
な
い
た
と
え
。

補
漢
和
辞
典
な
ど
の
「
越
鳥
巣
南
枝
」（
文
選
・
古

詩
十
九
首
）
の
項
目
に
詳
し
い
。

問
「
同
じ
こ
と
」（
下
15
行
目
）
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
い
う
か
。

答

補
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
⑴
参
照
。

問（

　
　
　
）
内
の
書
き
下
し
文
（
一
四
四
ペ
ー
ジ

下
16
行
目
〜
一
四
五
ペ
ー
ジ
上
４
行
目
）
を
現
代

語
訳
せ
よ
。

答

補
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
⑵
参
照
。

●
一
四
五
ペ
ー
ジ

問
「
ず
っ
と
ず
っ
と
後
年
、
子
胥
は
そ
れ
を
思
い
知

る
の
で
あ
る
。」（
上
16
〜
17
行
目
）
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
「
思
い
知
る
」
の
か
。
漢
文

教
材
「
臥
薪
嘗
胆
」
と
比
べ
な
が
ら
具
体
的
な
説

明
を
せ
よ
。

答
伍
子
胥
は
、
披
離
の
助
言
を
否
定
し
た
こ
と
が
、

自
分
の
「
非
」
で
あ
っ
た
（
自
分
が
不
明
で
あ
っ

た
）
と
思
い
知
る
。

補
伯
嚭
は
、
伍
子
胥
か
ら
信
頼
を
得
て
大
夫
に
推
薦

さ
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
敵
方
の
越
か
ら
賄
賂

を
受
け
取
っ
た
り
、
権
力
を
手
に
入
れ
よ
う
と
呉

王
夫
差
に
伍
子
胥
の
讒
言
を
し
た
り
し
た
。
そ
の

伯
嚭
の
人
柄
を
見
抜
い
て
い
た
の
が
披
離
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
披
離
は
、
伍
子
胥
に
「
伯
嚭
に
注

意
す
る
」
よ
う
助
言
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
披
離
の

助
言
を
否
定
し
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
の
判
断
ミ
ス

語
句
の
研
究

●
一
四
四
ペ
ー
ジ

上
1
伍
子
胥
　「
臥
薪
嘗
胆
」
の
「
語
句
の
研
究
」

「
伍
員
」
参
照
。

上
1
闔
廬
　「
臥
薪
嘗
胆
」
の
「
語
句
の
研
究
」「
闔

廬
」
参
照
。

上
2
伯
嚭
　「
臥
薪
嘗
胆
」
の
「
語
句
の
研
究
」「
伯

嚭
」
参
照
。

下
3
〜
5
拙
者
は
楚
に
父
と
兄
と
を
…
と
も
に
亡
命

の
客
臣
で
す
。
境
遇
も
同
じ
で
す
。
　
伍
子
胥
と

伯
嚭
の
「
同
じ
こ
と
」
の
整
理
。「
発
問
例
」
問

「
子
胥
は
伯
嚭
が
自
分
と
境
遇
を
同
じ
く
し
」
と

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
境
遇
か
に
詳
し
い
。「
学

習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
⑴
参
照
。

上
12
披
離
　
呉
の
太
夫
。
未
詳
。

下
12
胡
馬
　
北
方
の
胡
の
国
に
産
し
た
馬
。「
胡
」

は
、
秦
・
前
漢
以
前
は
、
匈
奴
を
い
う
。
北
狄
と

も
。

下
13
越
鳥
　
南
方
の
越
の
国
の
鳥
。「
越
」
は
、
春

秋
時
代
の
十
二
列
国
の
一
つ
。
当
時
の
「
越
」
は

江
蘇
・
浙
江
省
、
山
東
省
の
一
部
を
領
有
し
て
い

た
。

下
16
同
病
相
憐
れ
み
、
…
　「
呉
越
春
秋
」
闔
閭
内

伝
の
、
一
節
の
書
き
下
し
文
。
こ
こ
は
、「
呉
越
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が
、
自
ら
を
自
害
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
る
。

問
伍
子
胥
は
伯
嚭
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い
を

持
っ
て
い
た
か
、
本
文
に
即
し
て
ま
と
め
よ
。

答

補
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
2
参
照
。

春
秋
」（「
欽
定
四
庫
全
書
」
呉
越
春
秋
巻
二
闔
閭

内
伝
に
よ
る
）
に
基
づ
き
、
そ
の
書
き
下
し
文
と

な
っ
て
い
る
。「
参
考
」
参
照
。

下
16
驚
翔
　
驚
い
て
飛
び
立
つ
。「
翔
」
は
、
鳥
が

空
高
く
飛
ぶ
。

●
一
四
五
ペ
ー
ジ

上
2
熙
　
楽
し
む
。
好
む
。

上
6
憮
然
と
　
が
っ
か
り
し
た
さ
ま
。
暗
く
沈
む
さ

ま
。
子
胥
が
伯
嚭
の
正
体
を
知
ら
ず
に
高
い
地
位

に
引
き
上
げ
登
用
す
る
こ
と
に
が
っ
か
り
し
た
。

上
15
呉
越
春
秋
　
呉
と
越
、
二
国
の
興
亡
史
。「
春

秋
」
と
は
、
歴
史
の
意
味
。「
呉
越
春
秋
」、
十
巻
。

編
年
体
。
前
半
（
一
〜
五
巻
）
が
呉
、
後
半
（
六

〜
十
巻
）
が
越
の
歴
史
。
そ
の
記
述
の
中
心
は
、

呉
＝
闔
閭
・
夫
差
。
越
＝
勾
践
と
な
る
。
巻
は
１

呉
太
伯
伝
、
２
呉
王
寿
夢
伝
、
３
王
僚
使
公
子
光

伝
、
４
闔
閭
内
伝
、
５
夫
差
内
伝
、
６
越
王
無
余

外
伝
、
７
勾
践
入
臣
外
伝
、
８
勾
践
帰
国
外
伝
、

９
勾
践
陰
謀
外
伝
、
10
勾
践
伐
呉
外
伝
、
と
な
っ

て
い
る
。
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参
考

Ⅰ
「
呉
越
春
秋
」
と
の
比
べ
読
み

　
海
音
寺
は
、
中
国
物
を
書
く
際
、「
十
八
史
略
」
を
も
と
に
「
春
秋
左
氏

伝
」「
史
記
」「
国
語
」
や
「
呉
越
春
秋
」
な
ど
の
多
く
の
史
書
を
用
い
て
登

場
人
物
の
事
績
や
人
物
像
を
掘
り
出
し
て
書
い
た
と
言
わ
れ
る
。
確
か
に
、

こ
の
教
材
文
の
中
に
「
呉
越
春
秋
は
伝
え
て
い
る
。」（
Ｐ
一
四
五
・
上
15
）

と
書
か
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
証
左
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、「
呉
越
春
秋
」
に
あ
る
記
述
を
読
み
、「
中
国
英
傑
伝
」
の
記
述

と
比
べ
読
み
を
し
、「
中
国
英
傑
伝
」
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
る
活
動

も
可
能
で
あ
る
。

﹇
本
文
﹈

　
呉
大
夫
披
離
承
⒏宴
問
◥子
胥
◣曰
、「
何
見
而
信
⒏喜
。」
子
胥
曰
、「
吾
之

怨
与
喜
同
。
子
不
⒏聞
◥河
上
歌
◣乎
。『
同
病
相
憐
、
同
憂
相
救
。
驚
翔
之
鳥
、

相
隨
而
集
。
瀨
下
之
水
、
因
復
俱
流
。』
胡
馬
望
◥北
風
◣而
立
、
越
平
向
⒏日

而
熙
。
誰
不
⒏愛
◥其
所
⑴近
、
不
⒏悲
◥其
所
⑴思
者
乎
。」
披
離
曰
、「
君
之
言

外
也
、
豈
有
◥内
⒏意
以
決
疑
◣乎
。」
子
胥
曰
、「
吾
不
⒏見
也
。」
披
離
曰
、

「
吾
観
◥喜
之
為
⑴人
、
鷹
視
虎
歩
、
専
⒏功
擅
⒏殺
之
性
、
不
⒏可
⒏親
也
。」
子

胥
不
⒏然
◥其
言
ゖ
与
⒏之
俱
事
◥呉
王
ゖ

﹇
書
き
下
し
文
﹈

　
呉
の
大
夫
・
披
離
は
宴
を
承
り
し
と
き
子
胥
に
問
ひ
て
曰
は
く
、「
何
を

見
て
喜
を
信
ず
る
か
。」
と
。
子
胥
曰
は
く
、「
吾
の
怨
と
喜
と
は
同
じ
う
す
。

子
河
上
の
歌
を
聞
か
ざ
る
か
。『
同
病
相
憐
れ
み
、
同
憂
相
救
ふ
。
驚
翔
の

鳥
は
、
相
隨
ひ
て
集
ふ
。
瀨
下
の
水
は
、
因
り
て
復
た
俱
に
流
る
。』
胡
馬

は
北
風
に
望
み
て
立
ち
、
越
平
は
日
に
向
か
ひ
て
熙
ぶ
。
誰
が
其
の
近
き
所

を
愛
せ
ざ
ら
ん
や
、
其
の
思
ふ
所
の
者
を
悲
し
ま
ざ
ら
ん
や
。」
披
離
曰
は

く
、「
君
の
言
外
や
、
豈
に
意
を
内
れ
て
以
つ
て
決
し
て
疑
ふ
こ
と
有
る
ら

ん
や
。」
子
胥
曰
は
く
、「
吾
見
え
ざ
る
な
り
。」
披
離
曰
は
く
、「
吾
喜
の
人

と
為
り
を
観
て
、
鷹
の
視め

虎
の
歩
み
、
功か
う

を
専
ら
に
し
殺
を
擅
ほ
し
い
ま
まに
す
る
性

は
、
親
し
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。」
子
胥
其
の
言
を
然
り
と
せ
ず
。
之
と
俱

に
呉
王
に
事
ふ
。（「
欽
定
四
庫
全
書
」
呉
越
春
秋
巻
二
闔
閭
内
伝
闔
閭
元

年
）

﹇
現
代
語
訳
﹈

　
呉
の
大
夫
・
披
離
は
宴
会
に
招
か
れ
、
子
胥
に
質
問
し
て
い
っ
た
、「
ど

う
い
う
と
こ
ろ
を
見
て
喜
（
伯
嚭
の
こ
と
）
を
信
じ
た
の
か
。」
と
。
子
胥

は
い
っ
た
、「
私
の
（
楚
に
対
す
る
）
怨
み
（
う
ら
み
＝
か
た
き
）
は
喜
の

怨
み
と
同
じ
だ
。
あ
な
た
は
、
河
上
の
歌
を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い

か
。『
同
じ
病
の
も
の
は
お
互
い
憐
れ
み
、
同
じ
憂
い
を
持
っ
た
も
の
は
お

互
い
助
け
合
う
。
驚
い
て
飛
び
立
っ
た
鳥
は
互
い
に
し
た
が
い
集
ま
り
、
瀨

の
水
は
勢
い
を
盛
り
返
し
て
と
も
に
流
れ
る
。』
胡
地
の
馬
は
（
故
郷
の
）

北
風
を
望
ん
で
立
ち
、
越
地
の
燕
は
い
つ
も
（
南
の
）
太
陽
に
向
か
っ
て
嬉

々
と
し
て
い
る
。
誰
で
も
そ
の
近
い
関
係
の
人
を
愛
さ
な
い
も
の
は
い
な
い

し
、
そ
の
思
う
人
を
哀
れ
ま
な
い
も
の
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。」
と
。

披
離
は
い
っ
た
、「
あ
な
た
の
言
葉
は
う
わ
べ
だ
け
の
こ
と
で
す
。
内
心
何

か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
心
配
事
を
否
定
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。」
子
胥
が
い
っ
た
、「
私
に
は
何
も
心
配
事
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。」
披

離
が
い
っ
た
、「
私
は
喜
と
い
う
人
を
観
察
し
ま
し
た
が
、
鷹
の
よ
う
な
鋭

い
目
を
持
ち
、
虎
の
よ
う
な
た
け
だ
け
し
い
歩
き
方
を
し
、
功
を
独
り
占
め

に
し
、
人
を
ほ
し
い
ま
ま
に
殺
す
性
格
が
あ
り
ま
す
。
近
づ
い
て
は
い
け
な

い
。」
子
胥
は
披
離
の
言
葉
に
同
意
せ
ず
、
伯
嚭
と
一
緒
に
吳
王
に
仕
え
た
。
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（
現
代
語
訳
は
東
洋
文
庫
８
７
３
「
呉
越
春
秋
」
呉
越
興
亡
の
歴
史
物
語
・

平
凡
社
・
佐
藤
武
敏
訳
注
よ
り
。）

Ⅱ
「
小
説
十
八
史
略
」
㉔
臥
薪
嘗
胆
㉔

　
陳
舜
臣
氏
は
「
十
八
史
略
」
を
小
説
化
す
る
に
あ
た
り
、
自
身
の
膨
大
な

中
国
史
、
中
国
文
学
に
関
す
る
知
識
を
総
動
員
し
、
全
六
巻
（
毎
日
新
聞
社

発
行
。
そ
の
後
、
講
談
社
文
庫
発
行
）
と
い
う
大
著
に
仕
上
げ
た
。
一
日
に

一
つ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
読
む
だ
け
で
も
中
国
史
の
勉
強
に
な
る
。
挿
入
さ
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
中
国
史
の
多
様
さ
と
人
間
感
情
の
複
雑
さ
が
よ
く
表

れ
、「
読
ん
で
楽
し
い
」
小
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
「
臥
薪

嘗
胆
」
の
話
の
全
て
を
掲
載
で
き
な
い
の
で
、
参
考
ま
で
に
そ
の
一
部
を
引

用
す
る
。「
臥
薪
嘗
胆
」
教
材
と
読
み
比
べ
を
し
て
み
よ
う
。

　
だ
が
、
江
南
の
文
化
人
で
あ
る
夫
差
は
、
そ
ん
な
徹
底
し
た
愛
憎
の
念
を

も
た
な
い
。
彼
は
家
臣
の
伍
子
胥
の
復
讐
に
か
け
た
執し
ゆ
う念ね
んを
、

　
⒡
⒢
ど
ろ
ど
ろ
し
す
ぎ
て
い
る
⒡
⒢
と
、
不
快
に
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　『
史
記
』
や
『
春
秋
左
伝
』
に
は
の
っ
て
い
な
い
が
、『
十
八
史
略
』
に
は
、

夫
差
が
父
の
怨
み
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
ふ
わ
ふ
わ
し
た
ベ
ッ
ド
で
寝
な
い

で
、
ご
つ
ご
つ
し
た
薪た
き
ぎの
う
え
に
横
た
わ
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が

有
名
な
、

　
⒡
⒢
臥が

薪し
ん

⒡
⒢
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
一
見
、
復
讐
心
の
強
さ
を
あ
ら
わ
す
よ
う
だ
が
、
じ
つ
は
そ
う
で

は
な
い
。
薪
の
う
え
に
横
に
な
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
無
理
を
し
な
け
れ
ば
、

怨
み
を
忘
れ
か
け
る
。
⒡
⒢
執
念
の
弱
さ
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
解
せ
な

い
こ
と
も
な
い
。

　
伍
子
胥
は
そ
ん
な
方
法
を
用
い
な
い
で
も
、
復
讐
心
が
弱
ま
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　
こ
こ
に
呉
王
夫
差
と
そ
の
家
臣
伍
子
胥
の
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
二
人
を

悲
劇
に
導
い
た
の
で
あ
る
。

　
夫ふ

差さ

は
物
心
の
つ
い
た
こ
ろ
か
ら
王
の
子
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
王
の
後

継
者
と
し
て
、
人
び
と
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
父
の
闔こ
う

閭り
よ

の
よ
う
に
、「
王

位
を
奪
っ
て
く
れ
よ
う
」
と
、
長
い
あ
い
だ
は
げ
し
い
闘
志
を
燃
や
す
こ
と

も
な
か
っ
た
。
お
っ
と
り
と
育
っ
た
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
夫
差
は
こ
れ
ま
で
、
ど
ろ
ど
ろ
し
た
怨
念
の
か
た
ま
り
の
よ
う

な
伍
子
胥
を
、
心
の
な
か
で
毛け

嫌ぎ
ら

い
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
父
の
最
期
の

言
葉
に
よ
っ
て
、
彼
も
怨
念
の
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
呉
王
夫
差
と
伍
子
胥
の
あ
い
だ
が
、
最
も
う
ま
く
行
っ
た
の
は
、
夫
差
が

越
に
た
い
す
る
復
讐
の
念
を
燃
や
し
た
三
年
間
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　
夫
差
は
約
束
ど
お
り
三
年
目
に
越
を
破
っ
た
。

（「
小
説
十
八
史
略
一
」
講
談
社
文
庫
・
陳
舜
臣
　
Ｐ
二
〇
三
・
２
〜
Ｐ
二
〇

四
・
５
）
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